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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜外来情報＞

・津嶋　イチ子様～左下肢痛あり、本人様いわく筋肉痛との事で、冷湿布希望あり。ハップスタ－2袋処方している。

・鈴木　真知子様～前回、薬剤調整しフルボキサミン処方しているも、その後も陰部にトイレットペーパーを挟む行為続いている。本日はフルボキサミン（25）1T1×夕食後→フルボキサミン（25）2T2×朝、夕食後へ増薬し経過観察する事としている。青風荘スタッフへ副作用等注意して観察するよう主治医より説明している。

・津嶋　イチ子様、古川　富蔵様、古舘　正行様、鈴木　真知子様～4名次回9月4日定期採血、採尿検査予定となっている。

・田名部　一樹様～本人様から『デイの担当スタッフからどの位働けるか等先生に聞いてきてと言われたんですが・・・』と話しがあり。主治医より自分の現状はどうかと聞かれ、デイに遅刻している状況と話される。まずは生活リズムを整え、その生活リズムを保てるようになる事が先であると返答される。その後本人様より、正直自分としてはお金に困っていないので、働く必要もないし、必要がないから意欲もない、だから週に1回位うみねこ幸房とかでいいかな、と思っているとの事。主治医から、働く能力としては不可ではないだろうし、デイケアにもPSWがいるしデイスタッフとどうするか相談してみるように伝えている。

・駒木　洋士様～本人様より、何もない日が週に1日しかなく大変なので、外来通院を2週に1回にしてほしいと希望される。本日より14日処方としている。

・五日市　規様～新しいグループホームに今月31日に引っ越しするとの事。本日体験利用として1泊してくると報告している。

＜利用者様情報＞

・淡路　智恵子様～他利利用者と同じテーブルに座っており、他利用者がバッグを落とし拾おうとかがんだ際、スタッフへ「（下腹部を触りながら）私のここを皆で嗅ぐんだよ」「種本さん（以前利用していた方）や他の人もそうだった。すごく嫌なんだ」と訴えている。状況を確認し、物を拾おうとしていただけだと説明するが、「いや、いつもそうなんだよ」と思い込んでいる様子が見られている。スタッフが話を傾聴すると、次第に落ち着いており、以降同様の訴えなく、表情穏やかに過ごしている。

・土佐　将志　様～定時を過ぎても欠席の連絡がない為、青山荘へ確認する。昨日夕方、左膝の強い痛みがあり病院受診し、点滴と鎮痛剤の筋肉注射施行。異常はなく、精神的なものと説明受けたとの事。しかし、時間外であり整形外科医ではなかった為本人が納得せず、本日整形外科受診の為欠席となる。

・津嶋　イチ子様～青風荘より情報提供ある。昨日帰荘してすぐに左後下腿部（ふくらはぎ）について痛みを訴えられている。その場でしばらく静止しており、その後も動けずにいるため、湿布貼付し様子観察としている。デイナイトケアでは、運動療法（フィットネス）に参加し｢昨日より大分良くなり痛みはないです｣と話されている。昼食は全量摂取。上記内容を青風荘へ情報提供している。

・小笠原　富治様～青風荘より、就床前軟膏塗布処置しているが、掻いた痕が背中全体に見られており、仙骨周辺にも表皮剥離見られていると情報提供ある。デイナイトケアでは、腰周り、背中の痒みはあるが、軟膏塗布すると痒みは治まるが、時間が経つとまた痒くなると話されている。上記内容を青風荘へ情報提供している。

